










 

Ⅰ.はじめに 

 肺動脈狭窄症(以下 PS)は 3 種類に分類され,その 1 つは肺動脈弁そのものの

狭窄(以下 Valvular PS)であり,1 つはいわゆる漏斗部狭窄(以下 Infundibular 

PS)であり,残る1つは前2者の病態が同時に存在するものである。Infundibular 

PS に対する手術は 1948 年 Brock により非直視下に弁切開が初めて行われて以

来,現在人工心肺下直視下に弁切開が行われる様になって比較的安全な手術と

なってきた。また Infundibular PS に関しても人工心肺使用下に

Infundibulectomy が安全に行われている。しかしながら PS に関する手術予後

調査報告はまだ数少ない。 

 今回,我々は厚生省の後援をうけ,当院における PS の手術予後調査を行った

ので若干の考察を加えて報告する。 


